
見
て
、撮
っ
て
、学
べ
る「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

東
京
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
迷
宮
館
　

錯
覚
を
楽
し
く
体
験

制
作
工
房
を
併
設

那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提
案

岐
阜
県
　

ふ
る
さ
と
体
験
飛
騨
高
山

映
画
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

東
映
太
秦
映
画
村
　

京　都

映画や伝統工芸、
新施設も人気沸騰

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム

来
年
３
月
、四
国
で
初
開
催

ＪＴＢガイアレック

関西空港から
夏の海外留学

おかみさんに服を引っ張られているような演技を！

グラスに閉じ込められちゃった

フクロウの目が動いて
見える

自由に見学が可能なトリックアート工房

　
栃
木
県
那
須
町
の
「
那
須

と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
」は
、

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
？

（
は
て
な
）
館
」
「
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
館
」
で
構
成
さ
れ

た
日
本
で
最
大
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

　「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
改
装
し

た
建
物
の
中
に
、

種
類
以

上
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
い

た
ず
ら
を
隠
し
て
い
る
。

　
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮

？
（
は
て
な
）
館
」
は
、

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
。
高

さ

㍍
の
天
井
に
向
か
う
ら

せ
ん
階
段
と
大
床
絵
の
ト
リ

ッ
ク
ア
ー
ト
は
、
「
ま
る
で

天
空
か
ら
下
界
を
の
ぞ
い
て

い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
る
」。

　「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
館
」

は
、
２
０
１
３
年
末
に
総
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
ル
ネ

サ
ン
ス
芸
術
と
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
が
融
合
し
た
最
新
の
美

術
館
へ
。
西
洋
絵
画
の
名
作

に
遊
び
心
を
加
え
た
作
品
を

体
験
す
る
こ
と
で
、
絵
画
へ

の
興
味
と
関
心
が
芽
生
え
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　
施
設
に
は
制
作
ス
タ
ッ
フ

た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

新
作
を
創
造
す
る
工
房
を
併

設
。
「
感
受
性
の
高
い
中
・

高
生
に
絵
画
に
ふ
れ
る
楽
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
制
作
の
現
場
を
直
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
無
料
で
開

放
し
て
い
る
。

　
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
は
、
エ

ス
・
デ
ー
の
創
始
者
、
故
劒

重
和
宗
氏
が
新
た
に
創
り
出

し
た
体
験
型
の
ア
ー
ト
。
同

社
で
は
劒
重
氏
の
遺
志
を
受

け
継
ぎ
、
「
多
く
の
人
に
絵

画
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
」
こ
と
を
社
是
と
し
、
作

品
を
国
内
外
へ
広
く
提
供
。

各
地
で
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

美
術
館
や
、
特
別
展
の
開
催

に
協
力
し
て
い
る
。

　
▽
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
は
、
栃
木
県
那
須
郡
那

須
町
大
字
高
久
甲
上
ノ
台
５

７
６
０
。
☎
０
２
８
７（
６

２
）８
３
８
８（
代
表
）。年
中

無
休
で
、午
前
９
時
半
か
ら

午
後
６
時
ま
で
営
業（

～

３
月
は
午
後
５
時
ま
で
、８

月
は
午
前
９
時
か
ら
）。入
場

料
各
館
大
人
１
３
０
０
円
、

小
中
学
生
８
０
０
円（
２
館
、

３
館
共
通
チ
ケ
ッ
ト
、団
体

割
引
あ
り
）
。

　
平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
見
る
角
度
に
よ
り
違
う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す

る
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」
。
そ
の
中
心
と
な
る
施
設
（
常
設
館
）
が
東
京
都
お
台
場
と

栃
木
県
那
須
町
に
あ
り
、
中
学
・
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
修
学
旅
行
で
注
目
の
ス
ポ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
を
見
た
り
、
触
れ
た
り
、
写
真
に
撮
っ
た
り
し
て
楽
し
め
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
錯
覚
を
実
際
に
体
験
で
き
る
部
屋
や
錯
覚
ク
イ
ズ
の
作
品
も
あ
り
、

「
美
術
や
心
理
学
に
つ
い
て
生
徒
の
学
習
の
参
考
に
な
る
」
と
、
施
設
を
運
営
す
る
エ

ス
・
デ
ー
（
本
社
＝
栃
木
県
那
須
町
）
で
は
多
く
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
に
あ
り
、
平
日
で

も
多
く
の
一
般
客
や
修
学
旅

行
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
５
月
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
、
最
新
作
が
登
場

し
、
今
ま
で
以
上
に
楽
し
く

学
べ
る
内
容
に
な
っ
た
。

　
迷
路
の
よ
う
な
館
内
は
、

五
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
。
こ

の
う
ち「
江
戸
エ
リ
ア
」は
、

江
戸
の
宿
場
町
や
町
人
町
を

再
現
し
た
エ
リ
ア
。
ま
る
で

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
で

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
楽
し
め

る
。
作
品
の
一
つ
、
〝
江
戸

宿
場
町
〟
で
は
、
来
場
者
が

茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
に
引
っ

張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
演
技

を
す
る
と
、
人
が
絵
画
の
中

に
入
っ
た
か
の
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
る
。

　「
怖
く
な
い
お
化
け
屋
敷
」

エ
リ
ア
で
は
、
ど
こ
か
間
抜

け
で
憎
め
な
い
表
情
を
し
た

お
化
け
た
ち
が
来
場
者
を
待

ち
構
え
て
い
る
。
お
化
け
に

食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
る
、
ユ

ニ
ー
ク
な
お
化
け
と
の
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
撮
れ
る
の

が
楽
し
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
名
作
エ
リ
ア
」
で
は
、

過
去
に
発
表
さ
れ
た
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
人
気
作
の
数
々

を
展
示
。
「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
、
見
る
人
の
脳
を

刺
激
す
る
錯
覚
を
使
っ
た
ク

イ
ズ
作
品
に
挑
戦
し
よ
う
。

「
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
関
連
書
籍
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
作
品
、
内
容
と
も
に
充
実

し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら

学
習
が
で
き
る
美
術
館
と
し

て
評
価
も
高
い
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や

シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
が
入
っ

た
複
合
施
設
「
デ
ッ
ク
ス
東

京
ビ
ー
チ
」
（
ゆ
り
か
も
め

「
お
台
場
海
浜
公
園
」駅
前
）

４
階
に
あ
る
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
４
階
。
☎
０
３

（
３
５
９
９
）
５
１
９
１
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
６
０
０
円
。

（１３） 第２７９２号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）４月４日（土曜日）

農
業
体
験
の
田
植
え
ほ
か
メ
ニ
ュ
ー
は

を
超
す

お
手
軽
扮
装
散
策

か
ら
く
り
忍
者
屋
敷

清
水
焼
絵
付
け

四国での再会を約束した岩手での今年度フォーラム

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ガ
イ
ア
レ
ッ
ク

（
東
京
都
豊
島
区
、
堀
江
伸

也
社
長
）
は
３
月

日
、
海

外
留
学
を
専
門
に
取
り
扱
う

地
球
倶
楽
部
事
業
部
西
日
本

留
学
セ
ン
タ
ー
の
新
商
品
と

し
て
「
関
西
空
港
か
ら
飛
び

出
そ
う
！
　
中
学
生
・
高
校

生
に
こ
の
夏
体
験
し
て
ほ
し

い
英
語
　
＋
α
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
発
売
し
た
。

　
文
部
科
学
省
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
政
策
の
一

環
と
し
て
、
２
０
１
３
年


月
か
ら
留
学
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
実
施
し
、


年
ま
で
に
高
校
生
、
大
学
生

の
海
外
留
学
者
数
の
倍
増
を

目
指
し
て
い
る
。
海
外
留
学

の
機
運
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。

　
発
売
し
た
海
外
現
地
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
語
学
に
加

え
て
、
ダ
ン
ス
や
ゴ
ル
フ
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
な
ど

を
学
ぶ
も
の
。
中
学
生
、
高

校
生
を
対
象
と
す
る
。

　
例
え
ば
、
「
イ
ギ
リ
ス
学

園
都
市
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
学

ぶ
　
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
す
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

日
間
」
は
、
「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
「
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
」
「
異
文
化
間
に

対
す
る
認
識
」
「
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
」「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
ズ
」

「
問
題
解
決
」
の
六
つ
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
て
、
世
界
か
ら

集
ま
っ
た
同
世
代
の
学
生
と

デ
ィ
ベ
ー
ト
や
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
の
ス

キ
ル
を
学
習
。
将
来
的
に
海

外
で
の
活
躍
を
目
指
す
人
に

向
け
た
。

　
「
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

校
『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
』
の
学
生
寮

に
滞
在
す
る
　
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
英
語
コ
ー
ス
　

日
間
」

は
、
ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
学
生
寮
に
滞
在

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
語
学
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
準
備
ク
ラ
ス
で

英
語
を
受
講
す
る
な
ど
、
海

外
の
大
学
進
学
に
備
え
た
い

人
に
お
勧
め
」
（
同
社
）
。

　
体
験
型
観
光
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
地
域
の
事
例
や
課
題
を

議
論
す
る
「
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
高

知
」
が
来
年
３
月

～

日

に
開
催
さ
れ
る
。
第

回
目

と
な
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
が
、

四
国
で
の
開
催
は
今
回
が
初

め
て
と
な
る
。

　
主
催
は
、
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
高
知

実
行
委
員
会
。
共
催
が
全
国

ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
公
開

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
課
題
別
研
究
分
科
会
、
体

験
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
じ
て
体

験
型
の
修
学
旅
行
を
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
。

日
に
全
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
、

日
に
課
題
別

研
究
分
科
会
。

、

日
に

体
験
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
る
。

　
受
け
入
れ
地
域
は
、
県
の

西
南
部
に
あ
る
「
幡
多
広

域
」、東
部
の「
安
芸
広
域
」、

北
部
の
「
嶺
北
広
域
」
、
中

西
部
の
「
高
幡
広
域
」

の
各
地
が
担
う
。

　
昨
年

月
に
岩
手
県
久
慈

市
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ

た
第

回
全
国
ほ
ん
も
の
体

験
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ

は
、
「
体
験
交
流
で
日
本
に

『
心
の
豊
か
さ
』
を
取
り
戻

そ
う
」
。
体
験

型
観
光
が
教
育

や
地
域
振
興
に

に
与
え
る
有
効

性
な
ど
を
議
論
し
た
。
全
体

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
受
け
地
関

係
者
や
旅
行
会
社
ら
約
７
０

０
人
が
、
６
会
場
で
開
か
れ

た
課
題
別
研
究
分
科
会
に
は

約
５
０
０
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
で
は
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
多
数
登
場
し
た
新

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
人
気
を

集
め
て
い
る
。

　
３
月

日
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
立
体
迷
路
　
忍
者
の
砦
」

は
、
高
さ

㍍
、
３
階
建
て

２
４
０
ブ
ロ
ッ
ク
の
屋
内
型

立
体
迷
路
で
日
本
初
登
場
。

屋
内
の
特
性
を
生
か
し
迷
路

の
中
に
は
岩
落
と
し
、
つ
り

天
井
な
ど
忍
者
の
仕
掛
け
た

ギ
ミ
ッ
ク
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
楽
し
め
る
。知
力
コ
ー
ス
、

体
力
コ
ー
ス
か
ら
好
き
な
ル

ー
ト
が
選
べ
る
。

　
「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」

は
、
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
や

「
隠
し
通
路
」
な
ど
、
多
様

な
か
ら
く
り
を
利
用
し
て
忍

者
屋
敷
の
出
口
を
目
指
す
。

　
「
東
映
ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
で
は
、
東
映
ア
ニ
メ

の
歴
史
を
貴
重
な
ポ
ス
タ
ー

や
セ
ル
画
集
な
ど
で
紹
介
。

ト
レ
ー
ス
体
験
が
で
き
る
。

　
「
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

は
、
巨
匠
葛
飾
北
斎
の
浮
世

絵
（
復
刻
版
）
に
描
か
れ
た

富
士
山
を
展
示
す
る
。

　
「
ま
る
ご
と
と
び
だ
す
　

超
立
体
３
６
０
シ
ア
タ
ー
」

は
、
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
着
用
で
、

周
囲
３
６
０
度
全
周
型
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
で
迫
力
の
３
Ｄ

映
像
が
映
し
出
さ
れ
る
。

　「
お
も
し
ろ
迷
路
館
」は
、

錯
視
を
利
用
し
た
不
思
議
な

感
覚
が
味
わ
え
る
迷
路
の
な

か
に
「
錯
覚
の
部
屋
」
「
鏡

の
迷
路
」
「
斜
め
の
部
屋
」

と
い
っ
た
部
屋
を
設
け
た
。

「
太
秦
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

館
」
は
、
映
画
村
ら
し
い
和

が
テ
ー
マ
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
が
楽
し
め
る
。

　
「
忍
者
修
行
道
場
」
は
、

手
裏
剣
や
丸
太
橋
渡
り
、
城

壁
の
ぼ
り
や
鳴
子
く
ぐ
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
忍
者
の
試
練

が
体
験
で
き
る
。

　
「
京
都
太
秦
美
空
ひ
ば
り

座
」
は
、
歌
や
映
画
な
ど
で

活
躍
し
た
ス
タ
ー
・
美
空
ひ

ば
り
さ
ん
つ
い
て
、
豊
富
な

資
料
と
展
示
物
で
紹
介
。

　
修
学
旅
行
生
に
は
、
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気
。

「
見
る
・
作
る
・
学
ぶ
・
参

加
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
京

扇
子
、
京
う
ち
わ
の
手
描
き

体
験
の
ほ
か
、
清
水
焼
絵
付

け
体
験
な
ど
が
あ

る
。

　
班
別
研
修
用
に

は
、
少
人
数
用
の
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
清

水
焼
ろ
く
ろ
体
験
、

清
水
焼
絵
付
け
体

験
、
京
扇
子
絵
付
け

体
験
、
京
念
珠
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
作
り
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
１
回

で

人
ま
で
体
験
で

き
る
。
旅
の
思
い
出
の
品
に

な
る
と
好
評
だ
。

　
映
画
村
な
ら
で
は
の
体
験

と
し
て
は
「
お
手
軽
な
時
代

劇
扮
装
」が
あ
る
。メ
イ
ク
、

か
つ
ら
を
省
い
て
着
物
の
着

付
け
の
み
の
お
手
軽
プ
ラ
ン

な
の
で
、
短
時
間
で
変
身
し

て
映
画
村
の
江
戸
の
町
を
散

策
で
き
る
。

　「
寺
子
屋
お
も
し
ろ
体
験
」

は
、
江
戸
庶
民
の
生
活
の
知

恵
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

映
画
製
作
用
の
小
道
具
を
使

い
、
映
画
村
の
俳
優
が
、
時

代
劇
の
扮
装
で
講
師
を
務
め

る
。
「
大
江
戸
暮
ら
し
編
」

と
「
大
江
戸
環
境
編
―
江
戸

時
代
は
循
環
型
社
会
―
」
の

２
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、

申
し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
東
映

太
秦
映
画
村
☎
０
７
５
（
８

６
４
）
７
７
１
６
ま
で
。

　
日
本
の
中
部
地
方
に
位
置

す
る
岐
阜
県
は
、「
日
本
の
真

ん
中
」と
も
呼
ば
れ
、
都
道

府
県
の
中
で
７
番
目
に
広

い
。そ
し
て
、高
山
市
は
平
成

の
大
合
併（
１
９
９
９
～
２

０
０
６
年
）で

年
に
周
辺

の
９
町
村
を
合
併
し
、日
本

で
一
番
大
き
な「
市
」に
な
っ

た
。
面
積
は
東
京
都
（
島
し

ょ
部
除
く
）
に
匹
敵
し
、
大

阪
府
や
香
川
県
を
上
回
る
。

　
こ
の
高
山
市
で
、
修
学
旅

行
や
教
育
旅
行
に
欠
か
せ
な

い
各
種
の
体
験
活
動
に
合
わ

せ
て
、
企
画
提
案
や
受
け
入

れ
の
調
整
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
い
る
の
が
、
一
般
社

団
法
人
ふ
る
さ
と
体
験
飛
騨

高
山
（
飛
騨
高
山
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
）
だ
。

　
同
法
人
企
画
営
業
部
長
の

鈴
村
仁
孝
氏
は
「
広
い
市
域

に
は
、
ふ
る
さ
と
体
験
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
、
そ

こ
で
営
ま
れ
る
農
業
、
生
活

文
化
や
食
文
化
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
が
存
在
す
る
。
そ

れ
を
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
る
」
と
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
に

誇
り
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

　
地
域
の
特
性
で
際
立
つ
の

は
、
広
大
な
面
積
の
う
ち


・
５
％
が
森
林
と
い
う
豊
か

な
自
然
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し

か
も
、
縄
文
時
代
か
ら
綿
々

と
育
ま
れ
て
き
た
人
々
の
暮

ら
し
が
、
そ
の
自
然
と
共
生

し
な
が
ら
今
日
ま
で
守
り
継

が
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
的
視
点
か
ら
注
目
で
き

る
。
ま
た
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
は
、
飛
騨
高
山
の
古

い
町
並
み
か
ら
３
千
㍍
級
の

山
ま
で
多
彩
な
魅
力
を
誇
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
背
景
に
ふ
る
さ

と
体
験
飛
騨
高
山
は
、
市
内

各
地
区
と
連
携
し
な
が
ら
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
高
山

が
提
供
す
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー

は
、
鈴
村
部
長
に
よ
る
と

「
合
計

種
類
以
上
で
、
そ

れ
ら
を

カ
所
の
エ
リ
ア
ご

と
に
目
的
別
に
組
み
合
わ
せ

ら
れ
る
」
と
い
う
。

　

エ
リ
ア
は
、
①
飛
騨
の

小
京
都
と
呼
ば
れ
る
高
山
地

区
②
古
代
飛
騨
の
文
化
の
中

心
地
で
あ
る
国
府
③
野
菜
作

り
の
盛
ん
な
丹

生
川
地
区
④
昔

な
が
ら
の
伝
統

や
文
化
が
残
る

清
見
地
区
⑤
豊

か
な
自
然
が
広

が
る
一
之
宮
地

区
⑥
清
流
が
町

の
中
を
流
れ
る

久
々
野
地
区
⑦

冬
に
は
マ
イ
ナ

ス

度
に
も
な

る
朝
日
地
区
⑧

四
季
折
々
に
温

泉
や
山
岳
景
観

を
楽
し
め
る
上

宝
・
奥
飛
騨
温

泉
郷
地
区
⑨
野

麦
街
道
の
一
部

で
あ
る
高
根
地

区
⑩
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
荘
川
地
区

な

ど
だ
。

　

種
類
以
上
の
メ
ニ
ュ
ー

は
、農
業
、自
然
、食
文
化
、

生
活
文
化
、
環
境
の
五
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
別
で
き
、

四
季
を
通
じ
て
体
験
で
き
る

（
別
表
＝
農
業
体
験
例
）。
そ

れ
ら
を
季
節
や
日
程
、時
間
、

人
数
な
ど
を
考
慮
し
、
「
目

的
に
合
わ
せ
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
て
い
る
。
例

え
ば
農
業
体
験
の
田
植
え
に

し
て
も
、
上
流
部
と
市
街
地

に
近
い
場
所
で
は
、
環
境
も

意
味
合
い
も
感
じ
方
が
違

う
」
（
鈴
村
部
長
）
。
背
後

に
あ
る
、
実
施
す
る
学
校
の

狙
い
と
成
果
を
意
識
し
た
提

案
方
法
が
う
か
が
え
る
。

　
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
実
施
で

は
、
農
業
者
や
地
域
住
民
と

の
交
流
と
と
も
に
、
自
然
体

験
の
知
識
を
持
っ
た
人
材
が

活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

て
い
る
。
ま
た
、
体
験
メ
ニ

ュ
ー
を
盛
り
込
ん
だ
モ
デ
ル

コ
ー
ス
は
、
日
帰
り
や
宿
泊

（
体
験
民
泊
）
な
ど
多
様
な

も
の
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
は

年
前
の
合
併

か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で


年
前
後
も
行
っ
て
き
た
も

の
だ
」
と
鈴
村
部
長
。
言
い

換
え
れ
ば
、
経
験
と
実
績
を

積
み
重
ね
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
の
だ
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
徹
底
さ
せ
た

「
安
全
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

の
表
現
も
頷
け
る
。

http://www.naganoken-gakushuryoko.net/

